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  自然光照明の下にある物体の分光された 3 次元像を，フーリエ

分光法の連続した多数のスペクトル帯域毎に同時に取得できま

す，本研究では，原理的に新規な干渉計測法を研究・開発してい

ます． 

2009 年に光干渉計測と計算機処理のみによる世界初の分光立体像の取得に成功した手法である．

原理的にはフーリエ分光法(FTS)とインコヒーレントホログラフィーの融合であり，2 光波折り畳み

干渉計の多次元干渉縞から，フーリエ分光法の連続したスペクトルチャンネル毎に測定物体の分光

されたディジタル複素ホログラムを計算し，これらのホログラムから物体の分光立体像を再生する．

従って，立体像の任意の点における連続スペクトルが得られる．本手法は測定のための特別な照明

光源や従来のディジタルホログラフィーに不可欠であったコヒーレントな参照光を必要としないた

め，自然光の照明下で利用できる 3D イメージング・分光計測技術である．環境計測分野，及び顕微

光学系と組み合わせることによる医療分野への応用等を検討している． 

  

                                         

2 光波折り畳み干渉計     白色光源のインフォーカス分光像と連続スペクトル 

被測定物体の 3D 像と,像上の各点における連続スペクトルシグネチ

ャーから，3D 的に物体の組成情報を取得する可能性があり，環境・

生体計測に応用可能 
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何に使えるの？ 

どんな技術？ 

 


